
『奇跡の人』を読んで                          2025.1.14.  

息子の妻が「明治 20 年代からの青森県弘前を舞台に、盲目の門付け三味線弾きの人などが登

場する、、、興味ある要素が盛りだくさん」との触れ込みで原田マハ著『奇跡の人』を持ってきて

くれました。いつも、刺激をくれて、感謝です。 

第 1 章は、昭和 29 年（1954）2 月 青森県北津軽郡金木町で繰り広げられる話です。日本の

最果ての寒村・金木のお地蔵様を祀る寺のお堂に住むという、盲目の瞽女の老婆を訪ねて、猛烈

な地吹雪の中を歩いて行く男たちがいました。彼らは瞽女の弾く三味線をなんとしても聞きた

かったのです。交わされる会話は「津軽弁」です。 

第 2 章からは、明治 20 年（1887）に遡って主人公・去場 安

（サリバ・アン）が登場します。安はアメリカに第一回の留学生と

して派遣され、ホストファミリーに愛され、アメリカの文化、

キリスト教の中で 12 年間学び、日本での女子教育への期待を

背負って帰国しました。けれども彼女は弱視という障害を持っ

ていました。政府高官から依頼を受け、安は盲、聾、啞の幼い

男爵家令嬢・介良 れん（ケラ・レン）の家庭教師となって津軽にや

ってきます。なんと、三重苦の少女ヘレンを教育するアン・サ

リバンが日本人になっています。ドラマや映画の『奇跡の人』

の筋書きと同じ展開になっていて、翻案された、日本版ヘレン・

ケラーとサリバンの苦闘の物語に、エピソードが加わります。 

 

ヘレン・ケラーとアン・サリバン（1888） 

舞台が津軽ですから、桜咲く弘前城址公園、大地主の屋敷の情景等が懐かしく目に浮かびます。

美しい背景があっても、れんは三重苦のため「けだもの」化して苦しんでいました。家族もれん

を受け止めきれず、蔵に閉じ込め、餌を与えるしかない存在と見なしていました。けれども、安

はれんをひと目見て、その笑顔に無垢な輝きを認めました。安は傷を負いながらもれんを受け止

め、抱きしめ、必死で教育を始めます。まず、YES、NO を教えました。指文字を教えたり、手

のひらに文字を書いたりします。ここは、言語のギャップを感じて、私には理解不能な展開とな

りました。けれども、物語として受け止めましょう。安が親元かられんを離して、金木にある別

邸で訓練を始めた時、そこに乞食のような門付けの家族が訪れ、瞽女の少女キワを伴っていまし

た。盲目同士、触れ合い、心通わせるようになりました。れんはキワと知り合い、大きく変貌し

ます。けれども身分の差は如何ともし難く、二人は切り離されて行きます。そこで話は昭和 30

年に戻ります。瞽女のキワは金木にひっそりと住んでいました。一度でもキワの三味線を聞けば、

その音色は聞く人の心に、清いはるかな旋律となって流れ込むようだ、と著者は記します。地吹

雪の中キワを訪ねた男たちに推挙され、キワは「重要無形文化財」となりました。れんに聞いて

もらいたい一心でキワは舞台に立つところで THE END です。 

サリバンが YES, NO の次に教えた言葉「祈り」のシーンは印象的でした。彼女には祈ること

がすべての基本だったのではないか、と思いました。負わされた障害、克服が難しい状況、人間

の力の限界の中で、最善を尽くしつつ、サリバンは祈ったでしょう。また、人間は本能的に祈る

存在であり、ヘレンこそ、悶えながらも、祈りの中に生きていたのではないか、と思いました。 


